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【はじめに】
　ベンジンによる中毒は、幼小児の誤嚥や吸入によ
るものが多いが、局所注入例は稀である。今回我々
はベンジン局注による1例を経験したので、若干の
文献的考察を加えて報告する。
【症例】
　38歳男性。平成8年12月28日、精神不安定状態に
てベンジン約1meを間遮部に注入した。翌日同部の
腫脹疹痛出現、次第に増大した為当科受診となった。
左上肢は、指尖部まで禰漫性に著しく腫脹を認めた
為、直ちに減張切開、植皮術を施行した。術後創部
は一部壊死に陥るも保存的加療にて閉創した。全身
的には軽度の肝障害を認めたのみで、第33病目に退
院となり現在外来通院中である。
【結語】
　ベンジンによる中毒では毛細血管の炎症症状を主
体とした、出血性肺炎や中枢神経障害が、しばしば
死因となりうる。今回我々の経験した症例では、局
所的症状と肝障害を認めるのみであった。
　平成5・6年に当院で死亡確認後に検視を受けた
異状死体例につき、入院・外来カルテおよび東京都
監察医務院の死体検案調書、剖検記録、死因統計等
を資料として法医学的見地から検討した。
「結果及び考察」
　検視対象となった死体は当院で死亡した490例
と当院外で死亡した12例の合計502例（男35
4、女148）で、これは新宿区内の全病院での検
視総数の51％を占める。
　CPA状態で収容され、蘇生術に全く反応せずに
死亡確認されたものが303例（60％）あり、収
容時はCPA状態だったが蘇生術に多少とも反応が
あった例と、収容時明らかなVital　signがあったが
その後死の転帰をとったものの合計が194例、不
詳が5例である。
　検視に際し、365例は監察医の検屍のみで死因
が確定されたが、監察医務院で解剖・精査されたも
のが120例、他大学法医学教室で司法解剖となっ
たものが17例あった。結果を死亡の種類別でみる
と、病死が328例で最も多く全体の65％を占め、
不慮の中毒が3例、その他の災害は95例、自殺が
63例、他殺が10例、検討中および不詳が3例で
あった。
　検視対象となった502例のうち、本来は検視不
要で「病死」として死亡診断書を発行してよかった
と解釈される例が8例あった。一方、入院カルテの
主病名からは明らかな外因死であるのに検視を受け
ることなく、当院から死亡診断書が発行された例が
14例あった。これらは医師側の法の誤解、警察側
の対応の問題等に基づくものと思われ、医師法、死
体解剖保存法、刑事訴訟法等、関係法規の解釈の統
一と徹底の必要性が感じられた。
　その他、臨床医側から監察医への情報伝達の不足
から確定死因に疑問が残る例が散見される一方で、
行政解剖等の結果を臨床側ヘフィードバックする体
制が現在整備されていない等、臨床側と監察医の連
携を密にすることが今後の課題であろう。
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